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「個別最適・協働的」な学びを支えるもの

西部教育事務所 管理主監 古市 功
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令和３年度もゴールが見えてきました。残念ながら今年度も続いてしまったコロナ禍の１年でしたが、
西部管内の全ての教職員の皆様の力が、学校の安心安全を守り、児童生徒の健やかな成長を支えてくれま
した。心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。特にこの１年は、新学習指導要領の全
面実施、一人一台端末の導入など、教育の大きな転換期の中にあって、日々の教育活動に多くの工夫・改
善が図られました。私が見聞きした中で、特に印象的な姿をいくつかあげると･･･
○ＰＣで情報共有した後に、児童が輪になってタブレットを囲み、生き生きと自分の考えを述べ合っている姿
○タブレット端末を活用して、不登校生徒が授業の参観、相談室での会話、教室で友達との会話と成長する姿
○ＩＣＴを活用した研修をきっかけに、若手が機器の操作をベテランが授業づくりを教え、互いに学び合う姿

ニューノーマルな息吹の中で、新しい学校文化がたくさん花咲かせた１年となりました。
さて、話は変わりますが、先日、教員になったある教え子と話をしていたら、「先生、中３の○○の時

に先生が〇〇○○って言葉をかけてくれて、やる気が出て～～（以下略）。」適当に相づちをうちながら、
必死に思い出そうとしましたが、全く記憶の片隅にもありません。その一言の会話の場面をまるで昨日の
ことのように楽しそうに話す彼女の姿を「ポカーン」と眺めながら、改めて、教員の一言の大切さを痛感
しました。今となっては３０年以上前の青年教師がどんな話をしたのかは分かりませんが、当時、勉強の
苦手な生徒を相手に朝や休み時間、放課後と繰り返して漢字や計算ドリルをしたこと、クラスの全児童が
逆上がりができるまでいっしょに休み時間に特訓したこと‥。学校組織の中で大した活躍もできなかった
私にできたことは、子供といっしょに学び、いっしょに遊ぶことしかありませんでした。その過程で一人
一人の子供の表情や態度の変化を見逃さないこと、できたことを共に喜ぶことの大切さ、そんな教員とし
ての基礎を学んでいたような気がします。
平成の時代を経て、令和型の新しい学びの方向性として、ＩＣＴの機能を最大限に活用しながら「個別

最適化した学び」と「協働的な学び」の両立が求められており、西部教育事務所でもそうした授業モデル
や研修を広めています。しかし、間違ってはいけないのは、ＡＩドリルが個に応じた進度ですすめてくれ
るのが「個別最適化」、情報共有ソフトを活用して意見を提示し合うことが「協働的」なのではありませ
ん。チョークとトークの時代から、タブレットとグー●ルの時代になっても、教員として大切な変わらな
いものがあるはずです。
「不登校のあの子になんとか学校の様子を知らせたい！」「この子の計算のつまずきはどこだろう？」

「私の授業で活発な討論にならないのはなぜだろう？」。私たち教員が一人一人の児童生徒の成長を心か
ら願いそのために自分の授業力（指導力）の向上を目指すことが「個別最適・協働的」な学びの源泉であ
ると思うのです。どんな時代にあっても、どんな道具を使っても、ＡＩが教員の理想を超えることはあり
得ません。子供の成長を願い、質の高い学びを求める教職員一人一人が学校教育の柱です。西部教育事務
所では、そんな頑張る皆さんをこれからも力強く後押ししていきます。どうぞよろしくお願いいたします。
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６
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